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要 旨

和 歌山県 白浜町のス ラッシ ュマ ッ林 および常緑広葉樹林では シーボル トミミズの個 体数,現 存

量はそれぞれ1～4,22.833.3910.25m2と1,12.Og/0.25m2,1,33.791m2で あ った。 こ

れは シーボル トミミズ としては きわめて個体数の多 い異例 なケースのよ うで ある。

シ ーtル トミミズをシ ャーレで飼育 してみ ると,1日 に ほぼ体重の1110く らいの排出量を示

した。

摂 食物は落葉 と鉱物 質土壌の混合 した もので あるので,重 量的 には同化率は きわめて低 い もの

として摂 食量を推 定 してみ ると,ス ラッシ ュマツ林で6.9～10.19,常 緑 広 葉 樹 林 で2.6-一 一3.6

91day!m2と な った。

堆 積 してい る落葉 はス ラッシ ュマ ツ林 で116～169日,常 緑 広葉 樹林で200～223日 で すべて シ

ーボル トミミズ に食べ られ ることになり
,シ ーボル トミミズが この森林ではた してい る落葉摂 食

・粉砕 量の大 きい ことが示 され た。

ま え が き

シーボル トミミズPheretimasieboldi(Horst.)は フ トミミズ科 に属 し,主 と して 西 日本 に分

布 す る青藍色 の光 沢のある きれ いな ミ ミズで,体 長30cm,体 幅1.5cm,個 体 重309以 上 に も

達す る。 この ミミズは冬期 を除いて,森 林の,そ れ も落葉層お よび土壌の表層に生息 し,落 葉 や

有機物の多い表 層土 を摂食 している。落葉摂食性の ミミズ と して本種を飼育 し,摂 食 量 ・排 出量

を調べ,こ の森林におけ るシ ーボル トミミズ の落葉摂食粉砕量 を推定 してみた。
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調 査 地 お よ び 調 査 方 法

た くさんのシ ーtル トミミズの糞 が堆 積 して いた和 歌山県 白浜 町の京都大学農学部附属 白浜試

験地のス ラ ッシュマ ツ(PinuselliotiiL)人 工林 およびシイ(Castanopsiscuspidata(Thunb.)

Schottky),ツ バ キ(CamelliajaponicaL)を 主 林木 とす る天然常緑広葉樹 林で,シ ーボル トミ

ミズ の個体数,現 存量の調査 を行 なった。 ス ラ ッシュマ ツ林は高密度 区(渡 辺)で1968年(ll)10月 に,

天 然林 は1969年10月 に 調査を行 な った。

野外の調査 には50cm×50cmの ク オ ドラー トを木の根元付 近を避 けて設 置 し,深 さ40～50cm

ま で 掘 りとり,生 息す るシ ーボル トミミズ やその他の大形土壌動物を採集 し,シ ーボル トミミズ

につ いてはその生重量 を測定 した。

また,個 体数組 成の変化 を知 るため,1970年5,7,10,11月 に はクオ ドラー トを設定せず シ

ーボル トミミズ の採集 を行 なった
。

摂 食量測定 のための飼育 には直径20cmの 大 形シ ャー レを使用 した。 落葉のみを与え ると あ

ま り摂食せず,個 体重 を減ず るものが あったので,生 息地 の落葉 と表層土 を2mmの 節 を通 して

シャ ーレに入れ,軽 くお さえつけて飼育 した ところ,大 きな糞 を排 出 し,回 収が可能で あったの

で,こ の方法 を利用 し,恒 温器(20°C)で 飼 育 した。

飼育 によ って7～10日 で ほぼシ ャーレに糞 が充 されたので,1週 間 ごとに繰 りかえ し,個 体重

を測定 し,糞 粒 数をかぞえ,糞 の絶乾 重を測定 した。

結 果 お よび 考 察

個体数組成 の変化

比較 的多 くの個体数の得 られた5,7,10,11月 の シーボル トミミズの個体重組成を図1に 示

した。10～209の 個 体重 を持つ ものが多い ことを示 して いるが,10,11月 には59以 下 の 小 さな

個体 が見 られ る。7月 以降 に贈化 した幼体 が現われた ものか も知れな いと考えてい る。

なお,シ ーボル トミミズは夏期 には落葉層 や地表近 くに生息 し,容 易に見 つけ ることがで きる

が,冬 期 には土 壌中深 く,時 には30cmも の 深 さまで潜入 していた。 これ につ いては 杉 ・田中(のゆ)

も越冬期は30～50cmの 深 さまで移動す ると述べてい る。
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ま フ ィル ターペ ーパ ーを敷 いたシ ャー レに入れ,6時 間 ごとに排 出 され た糞 を回収 してみた。

糞 は24時 間 以 内にほ とん どすべてが排出 されたが,図2に 示 したように,そ の80～100%は12

時 間 以内に排 出されて いる。 この調査では摂 食を させ ていないが,不 消化物 はほぼ12時 間 で排 出

される もの と考え られ る。

個体重 と排出糞粒数

糞 は長 さ3～5mm,幅2～3mmで あ るが,飼 育 によって個体 重 と1日 の排 出粒数 との 関係 を

示す と,図3の よ うに,個 体重の大 きな ものほど排 出糞粒数がやや少な くな る傾向を示 してい る。

個体重 ・排 出量関係

飼 育による結果か ら個体重 と平均排出量を図4に 示 した。 かな りば らつ きの大 きいことを示 し

て いるが,両 対数 グラフで直線関係 を示すよ うで,排 出量はほぼ個体 重に比例 し,そ の量はほぼ

体重 の1/10で あ ることを示 してい る。

一般 に
,摂 食量,呼 吸量(代 謝量)な どと個体重には次式 が成 立す るが,

M=aWbM:代 謝 量W:個 体 重a,b:常 数

シーボル トミミズにおいて も,こ の関係 式が成立 するようで,常 数a値 は1.0く らいを示 して

いる。
d)

落 葉 や糞 など有機 物を摂食 する ミミズ類 の摂食量 につ いての研究は多 くないが,Barley,K.P.

は 牧 草地のカ ッシ ョクツ リミミズA.caliginosaは1日 に体 重の1%の 家畜 の糞 を食 べ ると述べ,

現 存量80g/mz,活 動 期間150日1yearと して,1年 に12091m2の 家 畜 の糞 を消化 すると推

定 してい る。 また,Guild,w.」.McL.はA.Tongaは 家(の)畜の糞 を1個 体 で1年 に35～409,・4.

caliginosaは20～249,L.rubellusは16～20919を 摂 食す ると述べてい るが,い ずれ も 短期
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間 の 飼育 によ る摂 食量か らの推 定値 である。直接 に落葉 を餌 と して与えた ものは きわめて少な く,

Franz,H.&LLeitenbergerはL,rubellusを ハ シバ ミの落(の)葉で飼育 し,1日 あ た りの摂食

量は20mgで あ った と述べて いる。

これ らの結果 と比較 して もシーボル トミ ミズが個体重の1/10く らいの排 出量を示 したのは大

きな値で あるが,こ れ は有機物のみでな く,有 機物 と鉱物質土 壌の混合 した ものであることによ

る ものと考 え られ る。

森林 における摂 食量の推定

シーボル トミミズの排 出量は有機物 と土 壌の混合 した もので飼育 した場合,個 体 重の1/10く

らいで あると述べたが,動 物の摂 食量,排 出量,同 化 量の関係 は次の ようになる。

C-P十R十F十UA=C-F

C:摂 食 量F:排 出 量A:総 同化量P:純 同化量R:呼 吸 量U:代 謝 終産物量

正常な状態で あればC(摂 食 量)はF(排 出量)よ り大 きいはずで あり,ヤ スデ,コ ガネム

シな どの土 壌動物では摂食 量の80～90%が 不 消化物 と して排出 されてい る。 ミミズ類につ いて こ

の同化率F!Cを 調 べた ものはな く,ま た,普 通,ミ ミズの摂 食物が土 壌 あるいは土 壌と落葉 な

ど有機物の混合物 であ り,同 化率 を求め ることはかな り困難な ことで あろ う。

しか し,糞 の分析結果で も述べ るように,摂 食物 と排 出物の有機物量(炭 素量)が ほ とんどか

わ らない こと,摂 食物 には鉱物質土壌が多 く含 まれて いることか ら,重 量的には同化率はきわめ

て低 い ものと考 え られ る。

同化率 をきわめて低 い もの と して,ス ラ ッシュマ ツ,常 緑広葉樹林におけ るシ ーボル トミミズ

の落 葉摂食量 を推定 してみた。

ス ラッシ ュマツ林 および常緑広葉樹林におけ るシーボル トミミズの調査結果 は表1に 示 した よ

うに,ス ラッシ ュマツ林で50cm×50cmの ク オ ドラー トあた り1～2頭,現 存量は22.833.5

9,常 緑 広葉 樹林で1頭12.Og,1m×1mの ク オ ドラー トで1頭,33,79で あ った。 水程IBP

areaに お いて,杉,・ 田中(れの)はシーボル ト ミミズの密度 を調べてい るが,最 も多い時 で も1m2あ

た り1頭 くらいで あり,こ の 白浜での結果 は シーボル トミミズと して はかな り高 い密度で あった

と思われ る。

この調査結果 をもとに,個 体 重一排出量関係 を

IogF-1.OlogW-1.1F:排 出 量W:個 体 重

と して,お おざっぱに排 出量を推定 してみ ると,ス ラ ッシ ュマ ツ林で6.9-10,lg/day/m2,常

緑 広葉樹林で は2.6～3.691day!m2の 排 出量にな る。 排出物の炭素含 有率 は25.02mg/100

mgで あ ったので,1.724倍 して有機量 に換算 してみ ると,ス ラッシ ュマ ツ林で3.'II・,常

緑広葉樹林で1.0～1.691m21dayの 有 機物を不消化物 として排 出 してい るこ とになる。

このス ラ ッシュマ ツ林 および常緑広葉樹林に堆 積す るAo層 量 はそれぞれ11709!m2,570,

72891m2で あ ったので,こ の量 をシーボル トミミズの推定落葉摂 食量で除 してみ ると,ス ラッ

シ ュマツ林で116～169日,広 葉 樹林で200～223日 で,す べての堆 積有機物が シーボル トミミ

ズ によって摂 食 され ることにな る。

もちろん,20°C恒 温での飼 育結果 か らの推定値で あ り,シ ーボル トミミズの個体数,現 存量

の季節的な変動 もあるので,こ こに示 した 日数 に大 きな意味は ないか も知れな いが,こ のス ラッ

シ ュマツ林,常 緑広葉 樹林におけるシーボル トミミズの はた して いる落葉摂食 ・粉砕 の役割の大

きい ことを示 している といえよ う。
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Tab.1Consumptionoflea{litterfedbytheMegascolecidP.sieboldi

簿 鷹 、鴛 罐 灘(A踏 ゜(A)/(F'day)

1121.811.65110.0812.5214.351117012701116

(50cm×50cm)11.50.87

Slash

pine216.51.2510.122.534.371170268116

(50cm×50cm)17.01.28

(1968)

322,81,736.921,732.991170391169

(50cmX50cm)

Natural112.00。913.640.911.57728464200

mixed(50cm×50cm)

f・・est233
.72,552.550.641.10570518223

(1969)(100cm×

100cm)

排出物の理化学的性質の変化

飼育に用いた落葉と表層土の混合物の粒径分析を行ない,排 出された糞の粒径組成と比較 して

みた。表2に 示したとおり,排 出糞に粒径の小さなものの割合が大きくなることを示 している。

落葉がより小 さな粒子に粉砕 されたことを示すものであろう。

Tab.2ChangesintextureTab.3Changesinchemicalproperties

S'zeof

Parti。1。F° °d(mixedleaveandsoil)・Eges、。 儲F° °dedleavsoil・・)・ ・・…

 

>2mmO.1-pH(1:2.5)4.404.65  
1～2mm4.41.9N(%)1.161.23

0.5～1mm23.316.3P(%)0.1270.120

0.25～0.5mm35.229.5K(%)0.940.37

〈0.25mm36.952.4Mg(%)0.320.27
 

CC%)0.170.53

C(%)18.4519,74

さらに,こ の両者の化学的性質を表3に 示 した。pH値 は排出糞においてより大 きくなり,N,

Caの 含有率も大きいが,K含 有率は排出糞に小さくなっている。C含 有量も排出糞 にやや大 き

な値を示している。
7)8)9)

これ らの結果は三坂,Lunt,H.A.&H.G.Lacobson,Satchell,J.E.な ど とほぼ一致 す る 傾

向を示 してい る。

いずれに して もシ ーボル トミミズ の摂食 によって,理 化学的性質 もかな りの変化を示 し,摂 食

・粉砕 による土壌 の肥沃化 への役割 が大 きいことがわか った。
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Résumé

  Numbers and biomasses of big Megascolecid  Pheretima sieboldi were 1-4, 22.8-33.3g/ 

0.25m2 in a slash pine plantation and 1,  12.0g/0.25m2, 1,  33.7g/m2 in a natural mixed 
forest. These values were distinctly high for this Megascolecid. 

  Amount of defecation was shown to be about 10% of fresh body weight per day in a 

culture experiment, in which fine particles of fallen leaves and surface soil were given as 

food. Assimilation rate for P. sieboldi is thought to be low for the reason that many 
mineral particles were contained in food. 

  On this supposition, consumption of leaf litter fed to P. sieboldi was estimated at  6.9-
10.1g in the slash pine plantation and 2.6-3.6g./day/m2 in the mixed forest. 

  This showed that leaf litter accumulated on the soil surface was consumed in 116-169 

days in the slash pine plantation and 200-223 days in the natural mixed forest. It is em-

phasized that P. sieboldi plays an important role in the breakdown of leaf litter.


